
 

 

2009年9月17日 

山手線命名100周年記念 

「Ｓｕｉｃａでタッチラリー」の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 実施期間   

2009 年 10月 1日（木）～10月 31日（土） 10時～20時  

 

２ 端末設置駅 

【ラリー端末設置駅 12 駅】 

東京駅・新橋駅・浜松町駅・品川駅・五反田駅・渋谷駅 

代々木駅・新宿駅・池袋駅・駒込駅・日暮里駅・上野駅 

【ゴール端末設置駅 ２駅】 

恵比寿駅・田端駅 

※専用端末は改札の外に設置しています。 
 

３ 参加方法 

 はじめに Suica やモバイル Suica をご用意ください。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

    
※参加にはそれぞれの駅までの運賃が必要です。   

※パンフレットは 9月下旬以降配布予定です。 

10月12日に山手線が命名100周年を迎えます。ＪＲ東日本ではお客さまへの感謝の気持

ちを込めて様々な企画をご用意しておりますが、その一環として「Suicaでタッチラリー」

を実施いたします。 

ラリー対象駅は12駅。いずれか5駅のラリー端末にSuicaでタッチして、キーワードを集

めたらゴール駅へ。ゴール端末にタッチすると、ゴール駅の一部の店舗で使えるクーポン

券とプレゼント応募券がもれなくもらえます。 

プレゼント応募券を貼付の上、必要事項を記入して郵送すると、抽選で1,000名さまに

Suicaのペンギングッズやびゅう商品券など素敵な賞品をプレゼントします。 

この機会に是非、Suicaをお供に山手線の魅力を再発見する旅にお出かけください。 

【ＳＴＥＰ１】 
５駅のラリー端末
にタッチしてキー
ワードを集める。 

【ＳＴＥＰ２】 
ゴール駅で、クーポ
ン券とプレゼント
応募券をゲット。 

【ＳＴＥＰ３】 
プレゼントに 
応募する。 

ラリー対象駅（12 駅）のうち、いずれか 5 駅をまわり、各駅のラリー

端末に Suicaやモバイル Suica でタッチ。１駅タッチすると１ポイント

獲得、あわせて端末画面にキーワードが１文字表示されます。5駅まわ

ると 5ポイントとキーワードが集まります。 

ゴール駅（恵比寿駅または田端駅）に行き、ゴール端末に Suicaやモバ

イルSuicaでタッチ。ゴール駅の一部の店舗で利用できるクーポン券（ド

リンク割引券等）とプレゼント応募券がもれなくもらえます。 

プレゼント応募券をパンフレットについている応募用紙に貼り、ラリー

で集めたキーワードと必要事項を記入して郵送すると、抽選で 1,000

名さまに素敵な賞品をプレゼントします！（切手はお客さまでご負担く

ださい） 

【端末設置駅】 
 

 



４ 賞品  

 

Ａ賞 Suica のペンギングッズ 計 200名さま 

Ｂ賞 
ホテルメトロポリタンペア宿泊券・レストランペアお食事券 

ＨＯＮＥＹ’Ｓ ＢＡＲ ドリンク回数券 
計 200名さま 

Ｃ賞 びゅう商品券（3,000円分） 計 100名さま 

    さらに、上記の賞が当選しなかったお客さまにＷチャンス！       

Ｗチャンス オリジナルトラベルノート 計 500名さま 

※賞品は変更となる場合がございます。        

※Ａ賞・Ｂ賞・Ｃ賞それぞれにご応募いただけます。 

ただし、同一賞品への重複応募は無効となります。 

 
 
５ 「山手線パス」の発売 

 

山手線命名 100周年を記念して、10月の土休日のお買い物やレジャーに便利でおトクな「山手   

線パス」を発売します。土休日に「Suica でタッチラリー」に参加される際にもおすすめのき

っぷです。 

 

・商 品名 ：「山手線パス」 

・発売期間 :2009 年 10月 1日（木）～31日（土） 

・利用期間 :2009 年 10月 3日（土）～31日（土）の土・休日 

・主な効力 :フリーエリア内の普通列車（快速含む）の普通車自由席が乗り降り自由 

・発売価格 :大人 480円、小児 100円 

・有効期間 :1日間 

・発売箇所 :フリーエリア内のＪＲ東日本の駅にある指定席券売機でお求めください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

●「山手線」の由来について 

 「山手線」という名称が決まったのは、1909年（明治42）10月12日。当時の鉄道院が「国有鉄道路線名称」

を制定し、全国50以上の鉄道路線が都市名や地方名などを冠にするようになったときに、その中の一つに「山手線」

が含まれていました。このときの山手線は、品川―新宿ー赤羽間の品川線、池袋―田端間の豊島線、大崎―大井聯絡
れんらく

所の貨物支線を合わせて命名されたもので、山の手エリアを中心に走ることが命名の由来です。 


